
2018.7発 行

vol.15
hittp:〃ehirYlettCrYnStCO脚

争

“　
】

０

中

Ｄ
筑
瑞

Ⅲサじ

|ヤHレ              韓

辞 摂

■眠
t辞 ロ
:・現ユ景

-1

一ヽ
本

～ 目次～

P2…

理事長 河本 圭|二

P2…

総会および研修会の報告

<特 別講演>

P7-<ト ークセッション>

P10→ あ!運・進

Pll―

ほつと■エピソード

● F,J巧 "

事業所表彰

P1 2 -■ ■B

●研修予定

P12-● 小規模ネットワーク学習会予定

P13-● Gネ ットワーク学習会予定

●デイネットワーク学習会予定

●各種研修のこ案内

P14-● 舌種研修のご案内

門4-● 県内事業所の紹介

P15-● 会員事業所名簿

Plも一●私の1冊

●うちのかんばんリレー

●ちょつとおでかけ

おすすめスポット紹介

●編集後記

弘
す =

′
４
，

■
「
”
糾

一

芦

r F ィ

「大好きなお寿司、いつもよりお箸もすすみます(102歳 )」 写真提供:グループホーム上の茶屋

一般社団法人襲媛県地域密着型サービス協会
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ご挨拶 理事長河本 圭仁

この度、西日本を襲った豪雨により、県内でも南予地区を中心に大規模災害が発生いたしま

した。被災された皆さまには、心よりお見舞い申し上げますとともに、1日も早く元の生活を取り

戻すことができますよう心より切に願っております。

さて、皆様に於かれましては、日頃より当協会の活動に、多大なるご理解とご協力を賜り、心よ

り感謝申し上げます。先般、介護保険法改正が発足され「地域包括ケアシステムの強化Jを大き

く打ち出した訳ですが、今だ介護人材不足が顕在化している中、地域密着型サービスの会員事

業所に於かれましても、ご音労されている所も少なくないと思います。取り巻く環境は、時代と共に必ず変化します。どのよ

うな環境下であっても、事業所の質を向上させようという志を持ち、地域密着型サービスとしてのそれぞれの大切な役害]に

ついて、「変えるべき事」、「守るべき事」を再確認ながら、共に前へ歩を進めていただきたいと切に願っております。そのため

に、憂媛県地域密着型サービス協会は在ります。当協会の目的であります「会員の質及び資質の向上を図る」ため、全力で

皆様のお役に立てるよう、今年度も精一杯努力してまいりますので、これからも、どうかよるしくお願い申し上げま曳

参加者 :総会 145事 業所 研 修会 185名
(当協会会員事業所、行政、各関係機関・団体、その他各種介護サービス事業所等)

4月27日 、テクノプラザ愛媛本館(松山市久米窪田町)で平成30年 度の

通常総会を開催しました。

その後の研修会では、憂媛県長寿介護課から「平成30年 介護保険制度

改正のポイントJについて、そして特別講演として大谷るみ子氏(グループ

ホーム『ふぁみりえJホーム長・福岡県大牟田市認知症ライフサポート研修

会代表)に「当事者に学び共に築く地域づくり～地域密着型サービス事業

所の取り組み～というテーマで、ご講演いただきました。

また、今年度は各地域の行政担当者をお招きし、「共に支え合う地域づく

り～わが地域の取り組みと地域密着型サービス事業所に期待すること～」

と題してトークセッションを行いました。

「当事者に学び、共に築く地域づくり」

グループホーム 「ふあみりえ」ホーム長 大 谷 るみ子氏

夫谷 るみ子氏

福岡県大牟田市認知

症ライフサポート研

修会代表。

看護師、病院勤務、特

別養護老人ホームの

介護・看護部長など

を経て2001年 から

グループホーム『ふぁ

みりえ」ホーム長。

福岡県の大牟田市からまいりました大谷です。私も事業所の職

員ですので、今日は同じ目線でお話しできたらいいなと思います。

前半は「当事者に学び」ということでケアについてお話しし、後半、

大牟国の「まちづくり」の話をさせていただきたいと思いま曳

■地域密着型サービスの特徴とケアの原点

ま或 地域密着型サービスや認知症ケアの基本や考え方につ

いておさらいしたいと思います。いまさらですが、主体は利用者だ

ということ、本人が培ってきた家族や地域社会との関係の継続、

そして本人ができることに着目しているか、それまでずっと暮らし

ツ



てこられた継続的な生活の支援、

しかも地域のなかでそれがちゃ

んと支えられているだろうか、と

いうことを考えていく必要がある

と思います。

そしてケアについてですが、本

人が主体であるということは、や

はりとりもなおさずパーソン・セ

ンタード・ケアなんだろうと思う

んですね。互いに人として認め合

うことができるような支援が必

要だと思うんです。ノヾ一ソン・セ

ンタード・ケアを改めて考えてみ

ると、人や社会とのつながりの中

で実現できるものなんですよね。

施設の中だけでとか、ケアの世

界の私たちだけで、なんていうこ

とは全くないんで曳 人や社会と

サポーター

地域の
―員として

仲間としての

おつきあい

のつながりの中でこそ、叶えられるケアだと思うんですね。そして、

やがては私たちも通る道ですから、本当に当事者の声や希望に

寄り添うことができるように、私たちにできることを考えていきた

いなと思います。

基本中の基本のケアについて室伏君士先生は、「その人の生き

方を知り、その心に添って、少しでも知的に生きられるように手助

けすること」と、1985年 におっしゃっています。その人の心に添う、

やっぱり本人主体なんですね。本当にご本人の意志や自己決定

を尊重しているのか、ご本人のニーズや実現したいことを満たし

ているのかということです。喉日的に」と室伏先生は教えてくださっ

ていますが、私はこの「知的に」ということをできるだけ自分でわ

かる、できる生活というな、うに解釈しました。自立支援ということ

になると思いますが、力を発揮し、役書」が持てる生活の支援とい

うことです。認知症ケアを改めて考えてみると、私たちのケアの原

点がここにあるんじゃないかと思います。これなくして、
“
まちづく

り
"な

んてないんです。
・
まちづくり

"を
する時の心や原点は何かと

いうと、認知症の方に向き合う私たちの姿勢だったり、認知症の

方がどんな暮らしを実現できるのかということだろうと思います。

章  ―  itと !f一 ｀ 十rr,4セ 域まチャよ、に4女えよ手

“
パーソン・センタード・ケア

"で
、認知症の人の心理的な5つ の

ニーズというのがあります。これを地域の人にちゃんと説明でき

ないと駄目なんですよ。私たちがわかっているだけでは駄目です。

なぜかというと、人や社会とのつながりの中で実現しなくてはい

けないので、地域の方にどれだけこれが伝わるかということだと

思うんです。(図1参照)

一つ目の『慰め』、これはリラックスできるということなんですね。

サポーター

リラックスできる
よ t氏 ような場所、

ゆつくリベースで

緊張をほぐそう!

サポーター

得意技を

活かしてもらおう

サポーター

人生の物語

生活習慣、

趣味や好み、

意思決定を

尊重しよう

(図1)

“
くつろげる

"と
いう二十ズなんですが、例えば、認知症の方が地域

の会合に行かれた時に、「リラックスできるような場所や休憩でき

るようなことをちょっと考えてくださいね」と言うだけでこの二一ズ

が叶うんですよ。

二つ目は『自分らしさ』ですね。これは言わなくても地域の方は

わかります。この人は昔からこういうことを一生懸命やっていた人

だとわかっておられるんですね。だから、「とてもそれが大事なんで

すよ」と伝えてください。

三つ目は『携わること』。これは、力や役書」の発揮ですよね。認知

症になっていろいるなことがもう難しいという状況が生まれたと

しても、この人ができることはいっぱいあります。得意技をぜひ活

かしてもらってください。そして、共にいることがとても大事です。

地域の一員だし、仲間なんです。昔から一緒に過ごしてきた人なん

ですから「仲間としてのお付き合いを続けましょう」とお話ししてく

ださい。

四つ目は、愛着という『結びつき』なんですけれど、ご本人は親

しい人たちや大切な人たち、なじみの場所や物とのつながりを大

事にしたいと思っていらっしゃるんです。
“
パーソン・センタード・

ケア
"は

、人や社会とのつながりの中で実現できるケアなのA地

域の中でこの心理的なニーズを「認知症の人に優しい社会のまな

ざし」として伝えていくことが大事だと思います。伝えられるのは、

地域密着型サービスの人

ですよ。「何でも自分たち

で」ではなく、みんなとつな

がってつくっていく、支えて

いくということが大事なん

じゃないかなと思います。

轟

認矢□症の「人」に優しい社会
認知症を持つ「人」の心理的ニーズ

サポーター

親しい人やなじみ

人や場所、大切な

物とのつながりを

保とう!    終 びDi

1  認 知症であつてもなくても、大切にしたい
“
思いやり

"
|
|

% ″

本



:=!|!干 着理す-1ど'1台1手■|■ =i

今、地域包括ケアのその先、新たな地域包括ケアだと盛んに言

われている「地域共生社会」に向かっていま曳 その地域共生社

会であっても、地域密着型サービスがかなり役書」を果たせます。

地域密着型だからこそ果たせることがたくさんあるんですね。

特に着目したいのが私たちの一番の特徴である専門性の向上

です。専門性の発揮がしっかりできないといけないし、他職種が

つながるということが大事です。今回の介護報酬改定でかなリク

回―ズアップされましたが、医療ニーズヘの対応も「自分たちで」

ではなく、他職種がつながって実現できないといけないし、地域

とのつながりも、もっともっと深めていく必要がある。なんだか、高

齢者や認知症の方だけが対象じゃなくなりますよね。

地域には「8050」問題などいるんな課題があって、小規模多機

能で地域とかかわっていくとそういう相談事例とかたくさん出て

くると思うんですね。ですから、やっぱり、地域社会の二一ズに対

応していくことが求められると思います。そのなかでも、専門性は

大事にしたいで抗

■|||IF:|||■ |■|・ ‐    ■  |

認知症の模擬訓練、ご存じですか。愛媛県でも盛んにやってお

られると思いますが、私たちのグループホームがある地域は、模

擬訓練発祥の地です。
“
はやめ南人情ネットワーク

"は
かなり全国

で有名になりましたが、この発祥の地が、なんと私のグループ

ホームのある校区なんです。この模擬訓練をやろうと言ったのは、

私なんですね。地域のネットワークをつくるのも大事なことだし、

その中で認知症の方々が一緒に交流しながら地域で暮ら次 人

や社会とつながって暮ら次 ということを実現していくことが重要

だと思うんです。

世代間交流、盛んにやっていますよね。うちもいるんなことを

やって、周りの」ヽ中学校とのつながりをノヾッチリつくってきました

が、なぜつくるかというと、「子どもたちが来るといいよね。お年寄

り、喜ぶからね」というだけじゃなく、子どもたちとのつながりが

日々の生活支援になるんで曳 子どもたちが来るときに、その子ど

もたちへの贈り物をあげたくて、2週 間毎日頑張って贈り物を作

りま抗 日頃は何もしたくない方々が喜んでされま抗 また、中学校

の選択科目の授業をうちのお年寄りが一緒に受けるということを

3年 ほどやりました。その結果、運動会の種目の中に「ファミカイ」

という種目ができたのですが、町中がファミリーになるようにと中

学生がつけたということでした。世代を超えて交流するということ

が、実は日々の生活支援につながっていくというところが大切

じゃないかなと思います。

日常の地域との交流はもう当たり前ですよね。だんだんと食事

をつくらないグループホームも増えてきました。お買い物も行って

いないグループホームも本当に増えてきたんですけれども、日常

の地域との交流を欠かさずやっていくことが、一歩一歩、地域を

つくることにもつながっていくんじゃないかと思います。

運営推進会議の活用は、かなり三分化するようですね。とても

活かしている所と、苦になって仕方がない所があるようで曳 日常

の業務だけでも大変なのに、運営推進会議どころじゃないaと

いう気持ちもわかるんですけど、私たちだけではできない部分も

運営推進会議を通してさまざまな力になってくださる方が増えて

いくんですね。今年も防災訓練を一緒にやります。訓練のあとの反

省会では、これが必要、あれが必要と言われて、結構できないこと

をいっぱい言われるんですけど、一つずつ実現していきました。こ

んな′S、うに私たちが日常やっていることが、実はすべて地域をつく

ることにつながっていっているんじゃないかなと思います。

地域密着型サービスは、地域とつながっている点からやれるこ

とはたくさんあるんじゃないかと思うんです。例えば、自動車販売

店や運送会社は、人が足らなくて困っているんで曳 私たちの所は、

デイサービスで元気な人は、単なるアクティビティでは物足りな

くて、働きたいと思っているんで抗 若年性認知症の人たちは収入

を得たいんですが、一方で働く場所がないんですね。ところが、運

送会社は配達をして欲しいわけで曳 そここ この二者を結び付け

ました。り八ビリ強化型デイサービスでは、自動車販売店の洗草

応援隊になりました。また、小規模多機能ホームが農園と契約し

て農園の車取りなどをしたり、運送会社の近所配達員をしたり、

認知症デイではすぐ近くのコインランドリーの清掃を任されまし

た。これからは事業所の中でアクティビティする時代から地域に

どんどん出て行き、社会資源を活かしながら、あるいは倉」りながら

担っていく。地域密着型サービスはもっと視界を広げて、地域の

あらゆるところに何か宝物があるかもしれないと考えていく時代

になってきたんじゃないかなと思います。地域支援の拠点として、

私たちの可台旨性を拡げる、これからはこういったことにも目を向け

ていただきたいと思います。



■大牟田が取り組んできたまちづくり

【意識づくり】

大牟田がやってきたまちづくりは、まずオールドカルチャーから

ニューカルチャーヘと意識を変える取り組みでした。意識が変わ

らないと何ごとも実りません。他人ごとの社会から我がごとの社

会になって欲しい。病気や症状にばかり着目せずに、認知症でも

豊かな心や力は残っているし、本人理解がとても大事であること、

そして「人」にフォーカスして地域全体で支えていくんだということ

を盛んにやってきました。その方法が、模擬訓練や絵本教室、サ

ポーター養成講座だったりしたんですね。

絵本教室は平成15年から始めた大牟国が誇る主な活動で坑

『いつだって心は生きている』という絵本ですが、これを使って小

中学校の絵本教室に出かけていま曳 子どもたちは、わずか90分

でもちゃんとわかってくれます。これまで1万人以上を超える子ど

もたちが学んでくれましたが、社会人になった子どもたちは、大牟

日のいるんな取り組みに参加してくれていま曳 この子たちのなか

には、医者や介護職、市役所の職員になった子もいま帆

【人材の育成】

認知症コーディネーター養成研修は、大牟国市が全国に先駆

けて始めた専門職向けの研修で曳 人に着目したケアができ、牽

引できる、そして地域をフィールドにして活動できる人材を育成す

るということで曳 2年間で400時 間履修するこの研修の受講を、

市は平成18年からグループホームと小規模多機能に義務化し

たんで曳 今年で終了しましたが、地域の認知症ケア拠点には2

年間を共にし、共通理解とベクトルを合わせられる仲間がいると

いうことでとても大きな意味がありました。地域包括支援セン

ターにはこの研修の修了者が必ずいることとしていま曳

【模擬訓練の深化】

模擬訓練は、私のグループホームがある校区から始まったので

すが、今年15年 目の模擬訓練を行います。たった1校区から始

まったのが全校区に広がって、なんと全国に広がった訓練です。

この模擬訓練、私たちのサービスにとても重要なことがあるんで

すね。それは何かというと、地域で暮らしている姿を応援するの

が一番の目的なんです。だから、地域密着型サービスで支え続け

ている目的と合致しているんですよ。できるだけ地域で粘って暮ら

せるように、住み慣れた地域で暮らせるようにという支援をして

いるわけですね。模擬訓練はそれが目的ミ セーフティーネット

ワークだけが目的じゃないんです。実は、日頃から暮らしている姿

を応援するという目的のために、いざという時のセニフティーネッ

トワークをつくらないといけないんですね。

だけど多くのところが、セニフティーネットワークだけつくろう

とするんです。セニフティーネットワークだけつくるんであれば、模

擬訓練は3年もすれば十分です。だけど、大牟回は15年続いてい

るんですね。誰も、もうしないと言わない。それはなぜか

行方不明
事乗発生

②情報提供

母

∝
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というと、模擬訓練を通して見える生活のリスクの課題にしっかり

目を向けているからなんですね。車の両輪として考えていくことが

大事で、私たちが応援している目的と合致しているわけです。だか

らこそ、地域密着型サービスは盛んにこの模擬訓練というのを押

し進めているわけです。

大牟口では3000人 規模の訓練をしていますが、参加している

人はやっぱリー部なんですね。オールドカルチャーのところがまだ

あります」もうこんなに歩かれるんだったら、施設に入ったほうが

いいんじゃない?」という地域の人がいらっしゃいます。そこで、一

緒に地域ケア会議をしながら、「いや、この人はこういう人へ この

人のこんな力を生かして暮らして欲しい」ということをしっかり

言って、みんなで支えるということをやっていくわけですね。裾野を

広げていくということが大事なんです。

2015年 から、大牟田市は
“
徘徊

"と
いう言葉を使わないと決め

ました。その理由は二つあります。

一つは」R東海の列車事故の裁判の行方で曳 あの裁判から全

国でこのことが問題になりました。毎日のように新聞をにぎわして、

なんと、認知症=紛トイ回=問 題=社 会的拐:除ということが全国で起

こりました。まったくオールドカルチャーです。それで、大牟回はあ

えて徘徊と使っていたけれども、これは考え直さなきゃいけないと

思ったんですね。

もう一つは、大牟田でできた本人交流会の当事者の声で曳 当

事者が模擬訓練の視察者の前で「え?なんで俳徊って言うんやる

う。つFイ回というのは、当てもなくウ回ウロさまよい歩くことやろう。

俺たちはつ:イ回じゃないよ。今どき、当てもなく歩くのは若者じゃ。自

分たちのは'F徊じゃない。当てはある。ただ、すぐ忘れる。だから、

一緒にして欲しくないんだ。」とおっしゃったんですね。そして、「あ

なたたちは見守り、見守りって、よう言うね。見守りって、耳に聞こ

えのいい言葉やね。あんたたちの見守りは監視やろう。」と言われ

たんです。そのとおりですよね。もうドキッとしたんです。
“
俳徊

"と
い

う言葉を遣うことでレッテルを貼っていると思ったんですね。そこ

で「今年度から使いません」と市が打ち出したんで曳 すると、民事

局、社協、自治会、すべて反対されたんですよ。なぜだと思いますか。

もうびっくりしました。反対意見、大きくまとめると三つありました。

一つ目は、「
“
徘イ回

"を
大牟国の市民はネガティブに捉えていない。

ポジティブに捉えているからいいじゃないか。」という意見。

二つ目は、「
“
つ卜徊

"の
ほうが、緊急性が感じられていい。」

三つ目は、「大牟回は町卜徊
"で

有名になったんだから、
“
俳徊

'と

いう言葉をやめたらいかんやる」という意見でした。笑い話のよう

ですけど、これが一番多かったんですよ。だけど、これでひるんでは

いけません。私たちがつくっているのは、模擬訓練でもネットワー

クでもないから。安心して暮らせることだから。そこで全校区の代

表者会議を開きました。もう一癖、二癖、七癖もある全校区の住

民さんが見えるわけですよ。そこで市と私が、なぜ使わないように

したいのかということをちゃんとお話したんです。そうしたら、「当

事者の団体ができたのは知らなかった。当事者が言われているん

だったら、当事者の尊厳を大事にしよう。」「自分たちの取り組み

は常に子どもたちと一緒にやっている。子どもたちに人権をちゃ

んと伝えたい。」「本人を目の前にしたら使いにくい言葉だという

ことがわかった。」「同じ言葉、同じところにとどまら或 時代の二一

ズに応じて変えていこうじゃないか。」という意見が出ました。皆

さんの視点がぐっと変わった会議でした。

“
徘徊

"と
いう言葉を遣わないと決めた年に、模擬訓練のス回一

ガンは「認知症でも安心して外出できるまちづくり」になりました。

そして、2017年 、「認知症であるうとなかろうと、皆で繋がって前

へ進もう1」というス回一ガンになりました。これは当事者がつ

くったス回―ガンです。

その当事者の会が大牟国にあるんですね。「ぼやき・つぶやき・

元気になる会」といいます。この会では、月1回の定例会をして、仲

間づくりや社会参加活動をしています。実は去年から、メモリー

ウォークをやっているんですが、市民や子どもたち、熊本県の当事

者チーム、大分県、長崎県、福岡市、神奈川県などからも有志の

方たちが参加されて、みんなでゴールを目指しました。去年のス

回一ガンは「認知症であるうとなかろうと、皆で繋がって前へ進も

う!」でしたが、今年は、「認知症は特別じゃない。普通に、あたり

まえに生きていく。そんなでっかい社会をみんなでつくろう」百へ当

事者の発案で曳 今年の模擬訓練は多分、それがス回一ガンにな

ると思います。

顕溢わりに

認知症に優しい地域をつくるということは、この当事者の気持

ちに共感できる人と、当事者主体のしくみがあることだろうと思

いま曳 これからの時代は、
“
当事者に学びながら、当事者とともに

築くまちづくり、社会づくグということが大事になってくるんじゃ

ないかと思いま曳 当事者や家族が気兼ねなく参加できる場をつ

くることが大事ですし、当事者が安心して外出できる町、当事者

の力を活かし働くことを保証できる町、当事者が堂々と発信し社

会参加できる、こういったことをしっかりやっていく、そのために、

地域密着型サービスが果たせる役害」ってものすごく大きいと思

うんですね。ぜひ、皆さんと一緒にそういう町をつくっていけたら

いいなと思います。

(内容抜粋)



共に支え含う地域づくり
わが地域の取り組みと地域密着型サービス事業所に期待すること

【ヨーディネーター】 聖カタリナ大学人間健康福祉学部教授 恒吉和徳氏

【パ ネ リ ス ト】 愛媛県長寿介護課介護研修係長 瀬野誠二氏

新居浜市地域包括支援センター所長 古 川 哲久氏

松山市保健福祉部介護保険課主幹 橋 回徳則氏

宇和島市地域包括支援センター所長補佐 岩 村 正裕氏

【ゲストスピーカー】 グループホーム『ふあみりえ」ホーム長 大 谷 るみ子氏 (敬称略)

恒吉: 皆 さん、こんにちは。聖カタ

リナ大学の恒吉と申しま曳 地域包

括ケアシステムとか、共生社会とか、

我々は耳慣れしてきているんです

けど、これを具体的に実行していく、

形として移していくとなると、なか

なか難しいんですよね。医療、介護、

予防、暮らし、それから生活支援、これらを一体的に進め、できる

だけその方が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるためには、

一部分のところだけの力では限界があるわけです。地域にある社

会資源がしっかりとつながりをつくって、地域全体で支えていくと

いうことをしなければ、この地域包括ケアシステムというのは本当

に絵に描いた餅で終わってしまうと思います。これから先、行政そ

して地域包括支援センターというそれぞれの立場から、共に支え

合っていく地域をつくるにはどうしたらいいのか。そのなかで、地

域密着型の事業所にどういった役割が期待されるのか、事例があ

れば事例も交えながら、お話いただきたいと思います。

瀬野: 愛媛県長寿介護課介護研

修係の瀬野と申します。国も県も

いるんな制度をつくるんですけれ

ども、どんなに待」度を使っても、ど

うしてもそこから転げ落ちてしまう

人はできてしまう。行政としても、

限られた予算のなかで一生懸命、

努力はしていると思っています。だけど、そういう限界があるなか

で、どうやって抜け落ちる人を救うか。最後にはやっぱり地域の力

でということで、今、地域共生社会や包括ケアという話が出てきて

いるんだと思います。

私は今治市に住んでいまして、そこに「なみっこ交流館」という

のがあり、児童館と保健センターが入っていま曳 市町村合併に

より、施設がすごく重荷になり、施設を統廃合することになりまし

たが、なみっこ交流館の利用者が少なくなり、突如、今治市より閉

鎖するという話が持ち上がりました。しかし、地元としては、立派

な建物であるし是非残して欲しいということで、署名運動などい

るいるなことをやった結果、取りあえ或 今いる職員の人件費と施

設の運営費を期間限定で付けるのく 他地域のモデルになるよう

なことをするという条件で、施設が地元に下りてまいりました。

それまで児童館と保健センターという枠の中でしかできなかっ

たことが、それがなくなったことでいるんなことができるように

なった。もうこれはチャンスだと思いまして、児童館ではできな

かったことをいるいるやるようにしたというところです。児童館で

したのく 児童、子どもたちの事業がメインなんですが、高齢者向

けの事業も考えていま曳 竹林・森林整備というのがあって、高齢

者の男性に山に入ってもらい放置竹林などの手入れをしてもらう

ということを、今年県の補助を取ってやろうとしています。皆さん、

前向きにやってくれるんじゃないかなと思いま曳

恒吉:「 なみっこ交流館」は、私も先月今治でフォーラムがあっ

た時にご一緒させていただいて、活動内容をお聞きしました。地

域に核となるリーダーの方がおられ、地域住民やさまざまな事業

者を巻き込みながら一生懸命、意欲的に取り組んでいらっしゃる。

その方は、この「なみっこ交流館」が、地域のいるんな人たちの居

場所になれればということを考えておられるようでした。

“
居場所

"と
いうのは、その人、その人によって違うんですね。

我々はとかく、
“
居場所づくり

"と
いうと、体の置き場だけを考えて

しまうのですが、実は、居場所というのは心の置き場をつくってあ

げるということだと思うんです。単独の事業者だけでそういう居

場所づくりをやろうと思うといろんな面での負担、限界がありま

すが、地域にあるさまざまな資源がお互いにできることを出し

合っていけば、いるんな意味での

居場所づくりができていくのでは

ないのかなと思います。

岩村: 宇 和島市地域包括支援セ

ンターの岩村で抗 今、当市では平

成29年 度から
“
我がこと・丸ごとの

一■
一



地域づくり推進事業
"を

実施しておりま曳 これは、他人ごとが我

がことになるような環境整備と、いるんな相談ごとを丸ごと抱え

るしくみをつくりましょうという事業で曳 この事業は、地域の困

りごとを分析して、地域の社会資源、これは自治会でも、民生委員

でも、NPOで も、企業でもなんでもいいんですが、その方々で解決

していくしくみをつくるというものです。実施法人には、あくまで

コーディネート役として、地域の住民の声を聞いてその地域の住

民で解決するすべを見つけてくださいとお願いしています。

今、私たちがやろうとしているのは、地域で共に支える社会づく

りですが、その概念と反比例するかたち至 地域のつながりの希

薄化が進んでおりま曳 事業者の枠を超えて、一度、地域の困りご

とというのを見ていただきたいと思います。また、触れ合える時間

を増やしていただきたい。私は、地域密着型の事業者さんに事業

所の納涼祭や月見、お花見などに地域の子どもを参画させてくれ

ないかとお願いをしております。子どもらは集まる場があれば喜

びますし、そういう機会が欲しいというのは間違いないんです。ぜ

ひ、お子さんたちを加えていただきたい。地域では、子供が高齢者

を支える場合もあれば、高齢者が子供を支える場合もあると思

いま抗 今よりももっといるんな方の社会参画の機会を増やして

いただきたいと思います。スタッフが足らんという声もあろうかと

思います。そしたら、その地域の住民に手伝ってもらえばいいと思

うんです。まずは、スタッフさん、それから利用者さん、それぞれに

何ができるのかを考えながら事業を進めていけば、きっと自然と

地域に根差した共生社会が各地でつくっていけると思いま曳

恒首: 行政ができること、皆さん方が行政に望むこと、地域の困

りごとなどを一緒に語らう場ができていますでしょうか。事業所、

地域住民、そこに行政が入ってお互いに地域の困りごとを確認し

合い、それぞれが手を携えてできることを膝を突き合わせて語り

合う場、それがいわゆる地域ケア会議で抗 包括や行政の方から、

座談会や地域ケア会議の案内があった時には、ぜひ皆さんの事

業所も積極的に関わっていただき、地域課題にしっかりと向き合

うことで自分たちができること、やるべきことというのが見えてく

るのではないかと思います。

指工■ 松 山市の介護保険課の橋口で曳 当市は今、生活支援体

制整備事業に取り組んでいますが、今年度から40地 区すべてに

設置している地区社会福祉協議会が主たるメンバーとなっている

協議体での会議を開催していきた

いと思っていま仇 協議体そのもの

が、地域の困りごとや新しいサー

ビスの創設なども目的の一つです

ので、地区社協の方から皆さんの

事業所にお声掛けがあった場合

は、ぜひご協力いただき、そういっ

たところから地域へ入り込んでいただく。そこで皆さんのお力で

あったり、施設の活用であったり、地域でいるんなかたちで取り組

んでいただきたいなと思っています。

認知症サポーター養成講座を当市でも実施していますが、受

講後の活動の場をつくるべきではないかという声が多く出てきて

いま抗 今、考えているのは、認知症サポーター養成講座を受けて

もらった方には松山市社会福祉協議会のボランティアセンターに

登録してもらい、また施設の方も、話し相手などのボランティア募

集を当センターヘ出していただいて、そこでマッチングしていくと

いうことで曳 また、地域で暮らしていける支えを広げていきたい

と生活支援体制整備事業にも取り組んでいますが、市としても地

域との関わりの場に皆さんが入りやすい体制をとっていきたいと

思っていますのく ぜひご協力をお願いしま曳

恒吉: 皆 さん、「協議体」って一体何をするんだろうかということ

く しっくりこないところもあろうかと思いますが、地域ケア会議と

非常に似たような機能を持っていまして、いわゆる地域の課題を

関係キーパーソンの方々でしっかりと共有して、その地域の課題

に対してどう解決していくか、多様なメンバーが集まって模索して

いきます。そのメンバーとして、地域で今ご活躍されていらっしゃる、

あるいは支援を必要とされるような方々の声を拾えているである

う事業所の方々にも関わっていただき、いろいる声を聞かせてい

ただきたいという狙いもありますので、ぜひ皆さんのご協力をお願

いしたいと思いま曳

認知症サポーター講習に集まっていただいた方は、大なり小な

り認知症の方々に対して関心を持っている人なわけですから、そ

れを逃す手はないんですね。そのまま放置しない。どんどん仕控卜け

ていく。それは市であり、社協であり、場合によっては、グループ

ホームもその役害」を担うことができるんじゃないかと思うんです。

認知症のケアに対するいるんなノウ八ウを持っていらっしゃるわ

けですから、そのノウ八ウを利用者だけではなくて、人材育成、情

報発信、啓発など、地域に還元するということも可能なんじゃない

のかな。一事業所だけではそれが無理だ、物的な制約もある、人

的な制約もある、日頃の仕事でいっぱいいっぱいで地域のことど

ころじゃないっていうのであれば、複数の事業所が手と手を携え

て協力し合えば何かできるかもしれない。他法人や他事業所との

コラボ、あるいは、行政や地域住民とのコラボということを考える

ことで、何か光が見えてくる可能性もあるわけです。松山市も、サ

ポーター講習が終わった人をさらに必要な社会資源として育成

していくという気持ちはおありになるようなのRぜ ひ、一緒に取

り組んでいただいたらと思いま曳

古川: 新 居浜市地域包括支援センター古川です。新居浜でも、

小学校区で2校区、SOSネ ットワークの取り組みをしていま孔 平

成25年に校区内で行方不明者がご遺体で発見されるという痛ま



しい事故があったことから、三度と

うちの校区で出したくないという

熱い思いで始められた角野校区の

「すみの見守り。SOSネ ットワーク

協議会」では、大牟田市に2回 研

修視察に行かれ、模擬訓練に取り

組んでおられます。

さて皆さん、行政ってなんでこんなに私たちに優しくないんだろ

う、というお気持ちをきっとお持ちだと思うんですね。行政から何

か送ってきたら、「え一、そんな話になっているんですか。前もって

言っておいてくれたらいいのに」、というのはきっと多いと思うんで

すよ。なんでそういうことになるのかというのを、ぜひ知っておいて

欲しいと思いま曳 今、全国の市町村が置かれている立場という

のは、もう一点突破が許されない時代なわけで曳 ここの成功事

例、あそこの成功事例、全部やれって言われているんで曳 給付費

総額が多い状態、総合事業が始まった。総合事業の事業費総額

も、もう目いっぱいまでいっている。そうすると、総合事業で新たに

創出するお金を使った事業は始められない。始められないのに、

それを求められている。どうするんだという話になりますね。これ、

新居浜に限ったわけじゃないんですよ。愛媛県はみんな一緒なん

ですね。お金は使えないけど、何をするんですかということを市が

問われていて、そうなると、うかつなことは皆さんに事前には言え

ないんですよ。制度のことは皆さんご存じだと思いますけど、市の

事業はご存じない方が多い。市がどんな状況にあって、どんな事

業をやろうとしていて、自分たちがそことうまくタイアップできる隙

間はどこにあるのか、ということを考えていただきたい。

もう一つ、地域密着型施設であれば、自分の施設の周囲のこと

は、市内で一番よく知っているという施設になって欲しいと思いま

す。あそこに聞いたら絶対に知っている、行ってみたらやっぱり

知っていた、というのが私たちにとって一番心強い、皆さんの存在

意義だと思っていま曳

恒吉: 地域には地域の個性、特性があって、同じではないんです

よね。認知症紛卜徊の訓練もこういった方式がある、それをそのま

ま移してやろうと思うとどこかでかみ合わないところがあるわけЦ

あくまでもモデルはモデルで、自分たちの地域に合ったやり方を

模索していくことが、負担をかけないでやれるんじゃないのかなと

思います。そのためには、関係機関や関係者同士が、いるんな情

報や現状を共有する場がなければそれぞれの地域に応じた取り

組みはできないと感じていま曳

それでは、今までの話を聞いて、大谷先生からコメントをいただ

きたいと思います。

大谷: これいいなとか、このようにつながるな、と思ったことがあ

りました。

最初に、県の方が面白くない仕

事をされているということでしたけ

ど、楽しそうなこともされていまし

たよね。竹林のことだとか「なみっこ

交流館」のことだとか。「居場所をつ

くる」ということが一つのキーワー

ドだったような気がするんですけど、

その居場所はいつでも、何にでも変えられるの(面 白がってやっ

ていただきたいなと思います。児童館だったということですけど、

それはそのまま認知症カフェにもなるし。そういうな、うになってく

ると地域密着型サービスの力の見せどころでもあるので、大いに

生かして、広げていただけたらなと思いました。

宇和島市の方が、「丸ごと社会」についてうまく説明してくださ

いましたが、事業所と地域がつながると非常に力を発揮します。

大牟口で模擬訓練が広がった背景には事業所がちゃんといると

いうことなんですね。ぜひ、事業所と地域がつながるような、何か

モデルをやられるといいかなと思いま曳 市や県はパイ回ット的な

何かをやる、或いは自分たちがやらなくてもやっている所を応援

して、それをしくみ化して他に広げるという役書」がおありだろうと

思うのRぜ ひとも、一ヶ所の面白い取り組みをしくみにして、少し

慣らして、他に広げるといいんじゃないでしょうか。事業所と地域

が一緒になるといいことがいくつもありま曳

松山市のお話Ц 地域密着型サービスの参画を非常に勧めて

いただいたんですけど、「まちづくり協議会」ですか。これは大牟田

にもあるんですよ。その「まちづくり協議会」があるのに、地域密着

型サービスが入っている校区と、入っていない校区があるんです

ね。入りやすくする、ということがとても大事かなと思うんです。地

域って生ものでいるんなことがあるので、やっぱり行政の方の力

が必要なのかな、ぜひ入りやすくするような、何か仕掛けをしてい

ただきたいなと思いました。

認知症サポーターの活用の話が出ましたけど、それに1曽んでい

る自治体はとても多い。だけど、うまくいくんですね。大牟回は、模

擬訓練に参加する人はみんな認知症サポーターで曳 だから、活

用しなくても、もうまさに認知症サポーターの活動をしているとい

うことになります。福岡県の城南区には、「つつみカフェ」という有

名なカフェがあるんですが、ここも認知症サポーター養成講座か

ら始まって、劇団ができて、そのうち濠」団だけでは飽き足らずコ

ミュニティカフェになって、そこには当事者がどんどん来られると

いう場になっています。実はその場が「抜け落ちている人たち」を

支える面になっていますのR広 がっていくなと思います。また、福

岡では「ほっとかれん隊」というのがあって、そのエリアの事業所

が集まって見守り隊をつくっているんですよ。事業所の連携という

のは難しいと思うんですけれども、事業所がやっているいるんな

小さな取り組み、アイデスあるいは、やろうとしていることを、ぜひ

応援していただきたいなと思いました。



今日のこうした場、本当に珍しいですよね。県とか市だけがトー

クするのって。昔は事業所とは対立軸でしたよ。今だってたまにそ

んなことがあります。交流会をやると、陳情されるんではないかと

警戒をなさるんですけど。本当に事業所を応援してくださるんです

ね。対立型から協働型ですよね。そういうところから、事業所がど

んどんいるんなユニークな取り組みを独自にやっていけるんで、ぜ

ひとも協働型でやっていただきたいと思いま孔

恒吉: 地 域密着型サービス事業の特徴というのは、利用者、家

族、地域のつながりを重視した支援が可能だというところに一番

の特色があると思うんですね。地域との接点が増えれば増えるほ

ど、利用者の日常はものすごく豊かになっていくのではないのかと

思います。常にいるんな壁があると思いますが、原点をしっかりと

大事にしながら地域とのつながりを大事にしていっていただきた

い。地域のさまざまな資源とつながることによって、とかく一般の

方々がイメージしがちな閉鎖性が少しずつ改善されていくのでは
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ないかと思います。

そのためには、やはり地域の課題と向き合うということが大事

になってくるわけですが、地域には地域の強み、弱みがあり、皆さ

ん方の事業所が持つ弱み、強みがある。それぞれが持つ強みと弱

みを、いま一度、それぞれの事業所で分析していただきたい。そし

て、地域ケア会議などいるんな会議や外に出て行き、地域と向き

合うことによって、自分たちの事業所があるその周辺の地域が

持っている弱みや強みをうまくつなげること。ひょっとしたら、皆さ

ん方の事業所が持っている弱みをその地域の社会資源とつなが

ることでカノヾ―できるかもしれないし、皆さん方の事業所が持っ

ている強みが、実は地域の持つ弱みをカバーしていくことにもな

るかもしれない。そういうつながりができていくと、きっと
“
地域包

括ケア
"と

か、
“
地域共生社会

"と
いうのは、絵に描いた餅ではなく

て、現実的なものに少しずつ近づいていけるのではないでしょう

か。また明日から、いるんな資源とのつながりを意識しながら、各

事業所で取り組んでいただきたいと思いま曳

(内容抜粋)

みんなの運営推進会議
うん しん

運
・
進 難

亀缶暑ほ翻 鏑 ず躍縄 潤 音ご露盤 蓬曇曇濡
していることなどを皆さまから募り、紹介させていただくことにいたしました。

地域密着型介整老人福祉施設 三島の杜

施設長代理 十川 広太郎

当施設は、平成26年 3月 31日 に開設しました。

ショートステイ、グループホーム、共用型デイサービス、認知症対応

型デイサービスを併設していますが、効率よく運営するために、運営

推進会議を合同で開催していま曳 通常、グループホームと特養の事

業所で行いますが、6ヶ 月に1回、共用型デイサービス、認知症対応

型デイサービスも加わっていま曳 会議内容は、それぞれの事業所の

運営状況などの報告と勉強会になっていま曳 勉強会では、市の出前

講座を活用した食中毒予防や夏祭りの計画 '実施、認知症の理解、

成年後見制度、防犯講座、防災訓練の実施を行いました。今回は、平

成29年 度に行った勉強会の内容についていくつか紹介しま曳

1.食中毒予防について(四国中央市保健センター)

・保健師から食中毒の種類や予防のポイント等について説明してい

ただきました。食中毒の2害」は家庭でおこるために、食材選びや調理

方法、調理環境に配慮することが必要になりま曳 また、チェッカーを

利用して適切な手洗い方法も教わりました。食中毒を「持ち込まな

い」「ひろげない」「増やさない」ためにも、正しい知識を身につけてお

くことが必要だと感じました。

2口成年後見制度(司法書士)

,成 年後見制度の概要、後見人の業務、後見制度のメリット・デメ

リット、事例紹介をしていただきました。難しいイメージがありました

が、具体例をおりまぜて説明していただくことにより、今後制度をどの

ように利用していけばよいのか理解することができました。参加者自

身も、これからの生活上での不安や悩みを抱えており、制度の活用方

法を学′S こヾとにより安心感を得たようでした。

3.防 犯講座 (警察署)

・施設における防犯対策の説明をしていただきました。レスポンスタ

イム(通報を受けて警察が到着するまでの時間)は約10分 間こ この

時間を職員で対応しなければなら或 重要なことは被害者を出さない

こと、そのためにも防犯グッズを備えておくことや防犯対策が必要だ

ということでした。当施設では防犯カメラの設置等、八―ド面はある

程度整備されていますが、不審者が侵入してきた時の対応方法等、ソ

フト面に力を入れていくことが重要だと感じました。

4.防 災訓練

・水書を想定し、1階 から2階 へ階段を上がる避難誘導を行いまし

た。階段にマットを敷き、毛布を活用し4人 で誘導しようとしました

が、4人 では安定せず6人 で誘導。その他にも実際に避難誘導を行っ

てみると課題がいくつも残る結果

となりました。女性職員が多い職

場なのく 力任せの誘導を行うこ

とが困難n地 域の力をお借りす

るのにも災害時は近隣皆被災者

となっていると思われます。もしも

の時に備えてスムーズな対応が

出来るよう、今後も継続して行っ

ていく必要があると感じました。



ほつと讐エピソード
日常での利用者とのさりげない感動エピツードを現場のスタッフから聞きました

園予ブロック烹竹覇纂汁
こもれびの家

当ホームには広い庭があり、その一部を畑にして野菜の植え付けや

収穫を行っています。利用者さんの中n若 い頃に農業を営んでいたこ

とがある方がいらっしゃいま曳 その方は、居室から見える畑の様子を

よく観察しており、野菜が育ってくると「だいぶ大きくなってきたなあ」
「早く収穫しないといけないねえ」等と職員に話しかけて下さいま曳

野菜の収穫は各利用者さんと職員が合同で行いま曳 収穫を行って

いる利用者さんは回々に「こんなによ一け出来て凄いなあ」と話されて

いました。その中でも、前述の利用者さんは特に喜ばれており、「見て

ん1こんなに大きいのもあるで!」等と終始笑顔で収穫を行われていま

した。

私は2年ほど、その畑の管理を任されていたのですが、初めての畑作

業という事もあり、なかなか作物が育たずに枯らしてしまうことが多々

ありました。自分なりにインターネット等で情報収集をしながらの作業

でしたが、苦悩の連続でした。ですが、その甲斐あってか、今年の6月に

ようやく、畑一面に野菜を実らせることに成功しました。

日々の業務の中Ц ttU用者さんの余暇活動の充実にはそれなりの労

力が伴ってくると思いま曳 畑の管理は大変な仕事でしたが、利用者さ

んに喜んでいただけたことで報われたように思います。これからも、利

用者さんの笑顔を第一に考え、業務に励んでいきたいと思いま曳

日予ブロック慾翌経才
はなの家

母や姉の影響で介護の道に進み、仕事を始めて14年目を迎えました。

事業所の理念のもと「はなの家」では利用者さんに家庭的な環境の

中で生活を送っていただけるよう日々 対応させてもらっていま曳

先日、ある利用者さんとこんな出来事がありました。いつも居室で過

ごすことの多いYさん。「今日は寝ておきます。起きません。」と一度もリビ

ングヘと出て来られないこともしばしば。どうすれば離床し、起きてもら

えるか、どのような声掛けをすればよいか等スタッフも頭を悩ませていま

した。ある日Yさんの居室の前を通ると、私の顔を見るなり「お兄さん、買

い物に連れて行って!お風呂入れて11」と言われました。急なYさんから

の訴えにこちらもビックリしましたが、「私は男の人が大好きなんよ。お

兄さんにしてもらいたい」と笑顔で言われた時、なんとも言えない温かい

気持ちになりました。

介護は大変な仕事ですが、利用者さんから元気を頂き前向きな気持

ちにさせてもらっています。そんな日々を一緒に過ごさせてもらっている

利用者さんにはいつも感謝の気持ちでいっぱいです。

固予ブロック継理野舗

介護の仕事を始めて、一年が経ちました。私は介護の知識がないま

まこの仕事に就職したため、初めはわからないことばかりで仕事を続

けていけるのか不安でした。しかし、職場の人はとても優しく、何を聞

いても丁寧に教えてくれました。また、利用者の方たちとどう接すれば

職員教育に熱心な事業所
表彰について
平成29年度 職 員教育に熱心な事業所を表彰しました。

いいのかわから或 最初はコミュニケーションをとることができません

でしたが、話しているうちに慣れ、今では利用者さんと話すことが楽し

いです。そして、ご利用さんが楽しそうに笑っていたり、「いつもありが

とう」と言っていただいた時には、介護の仕事をしてよかったといつも

感じます。これからも困ったことなどがある時には職場の人に相談し、

ご利用者が安心して実顔で過ごせるよう、もっと勉強して頑張ってい

きたいと思います。

|十1

平成2印判章
′
研修会参加者数順位

ブロック 順位 事業所名 参加人数

東予

1位
グループホーム むつみの家 18

グループホーム 三島の杜 18

2位 グループホームカミングケアステーション 17

3位 グループホーム はなれ茶屋 16

中予

1位 グループホーム はなの家 16

2位 グループホーム 風花 13

3位

グループホーム ファミール立花 12

グループホーム むく 12

グループホーム 伊予の郷 12

小規模多機能ホーム あったか 12

商予

1位 グループホーム星城 34

2位 グループホームやまと 32

3位 グループホーム 蒼月 30



● 愛媛県地域密着型サービス協会 刊脚疹寄打己 ●

開催予定日 時 間

19!00～21:00

19!00～21:00

19:00～21:00

19;00～21!00

職∞J°01総合摺稲更しター身体拘束について
愛媛県地域密着型サービス協会

大森 晋 也

緊急時の対応

災書時の対応

面 ほ 内 容 講 師 定 買

西条西消防署 60名

80名

西条市
総合福祉センター

西条市

総合福祉センター

感染症対策

認知症の理解

権利擁護について

倫理を知らずして、専門職にあらず
～倫理四原則を考える～

1   西 条保健所

1    交 渉中

|     一 般社団法人

総合増稲更し夕_| |え
ひめ
鷲畜

夕
ぎ
藤

80名

80名

80名

剛 ～獅 01総
合選警稽話会館 !

総合運警稽話会館 1権
利擁護と虐待

総合選警稽話会館 1医
学的な知識

重度化の対応
(入浴、排泄、口腔ケス 移乗、
コミュニケーション、看取り対応)

メンタ'レヘ,レス

職員間のコミニュケーション

認知症について

倫理と尊厳について

検討中

感染予防

口腔ケアの重要性

鮮 惰響牝 160名
翻
輛

人
亀詳Fi磐

親 60名

ぎ
｀
薄 監 16皓

伺エンジェル・コール   |

越ゴ
表
攣 氏  60名

瀬尾歯科医院

院長 瀬尾 達 志 氏  !60名

認知症介護実践者研修講師

森川 隆  氏

●小規模ネットワーク学習会 ●

6/21t木 ) 19:00～21:00

11/15t木 )

6/14t木 )

10/10(水 〕

12/11(火 )

19i00～21:00

19i00～21100

6/14t木 )

10/18t木 〕

11/15t木)

1/17〔 木)

2/21(木 )

※会場の都合により、日程が変更になることもございますのAむ 了承ください。

回
｀

調悩予定日 時 間 場 所 研 ほ 内 害 、 爵 師 定 員

第1回 7/12(木 〕 13:30～ 15:30
愛媛県

総合社会福社会館

J 多ヽ機のオリジナリティを考える①
小多機ならではの「訪問Jとは何か?

他のサービスとの違いを考える
ネットワーク委員会 30名

第2回 10月 13:30～ 15:30
愛媛県

総合社会福祉会館

J 多ヽ機のオリジナリティを考える②
小多機ならではの「通い」とは何か?

他のサービスとの違いを考える
ネットワーク委員会 30名

第3回 1月 13:30～ 15:30
愛媛県

総合社会福社会館

J 多ヽ機のオリジナリティを考える③
小多機ならではの「泊まりJとは何か?

他のサービスとの違いを考える
ネットワーク委員会 30名

第4回 3月 13:30～ 15:30
愛媛県

総合社会福祉会館
小多機のオリジナリティを考える④

地域での暮らしを実現するために
ネットワーク委員会 30名

※会場の都合により、日程が変更になることもございますのミ ご了承 ください。



●グガレープホームネットワーク学習会●

開催予定日 時 間 場 所 研 態 内 容

西予市
教育保健センター

113:30～ 15:30

第1回

第2回

第3回

西条市
総合福祉センター

愛媛県   |
総合社会福社会館 |

グループホームのあり方を再考しよう

～新サービス評価を活用する～

定 員

30名

ネットワーク委員会 30名

30名

●デイネットワーク学習会●

※会場の都合により、日程が変更になることもございますのRご 了承ください。

簿催予定日 時 間

第 1回 7/12(木 ) 13i30～ 15:30

研 ほ 内 害 臨 聞 定 員

小規模デイのオリジナリティを考える①

制度上の仕組みを理解しよう
ネットワーク委員会 20名

小規模デイのオリジナリティを考える②
支援のあり方を考えよう ネットワーク委員会 20名

0開 催 日

平成30年 9月 21日 (金)13:30～ 16:30

●開催場所

テクノプラザ愛媛 テ クノホール

(松山市久米窪田町337番 地 1)

0内   容

第一部 :実践報告

第二部 :講演会「職場内教育(OJT)の 方法と展開」

講師 :認知症介護研究 ・研修東京センター

研修企画主幹 中村 考一氏

平成30年 12月 上旬開催予定

●開催場所

●東予(西条市)● 中予(松前町)0南 予(西予市)

●内  容

調理技術、レクリエーション技術等

すぐに活用できる内容です。

場 所

憂媛県
生涯学習センター

第2回 10月 13:30～ 15:30
(小規模ネット学習会と含同開催)

第3回 1月 13:30～ 15:30
愛媛県

生涯学習センター
i小 規模デイのオリジナリティを考える③

ネットワーク委員会 20名
環境をどう活用するか考えよう

職員を育て、事業所を育てる!!●合同研修会 ● ～共に学ぼう、明日から活かせる効果的な人材育成の方法～

1総合選警譜話会館|

「採用してもすぐ辞めてしまう」「新人ばかりで核となる人材が

おら或 現場が回らない」「ぎりぎりの人員配置なので研修の時

間が取れない」「中途採用が多く、仕事の仕方や考え方が違い、

全体的な意識の統一が図りにくい」等々、介護現場からはこうし

た多くの声があがっていま曳 介護人材の不足が深亥」化する中、

職員の確保や定着は安定した事業運営を行っていく上で不可

欠な要素であり、職員の育成は事業所の質を向上させていく上

でも重要な取り組み課題で曳

今年度の合同研修会は、実践報告を通して職員育成の方法

や具体的な展開について学び合い、これからの取り組みに役立

つヒントを持ち帰る機会にしたいと考えています。

●調理とレクリエーション研修●

今年度2年目の研修会で曳 県内地域密着型サービス事

業所介護職員を対象に調理技術とレクリエーション技術に

関する研修会を開催し利用者の日常生活を支援するため

のスキル向上を図ります。

●開 催 日

※会場の都合により、日程が変更になることもございますの(む 了承ください。



●認知症介護基礎研修 ● ●認知症介護実践者研修●

今年度は、東予中予南予の各地区1回開催。

職員の方ならどなたでも受講可能です。※地域に関係なく受講できま曳

愛媛県内の介護保険施設・事業所等において介護業務に従事する介

護職員等至 認知症介護の基礎的な知識や技術を身につけたい方

※新任(概ね2年未満)の介護職員及び無資格で従事する方等を想

定した内容のカリキュラムです。

【南予】研修期間●平成30年 9月 14日 (金)提 出断鏡碑窮
実施場所●西予市教育保健センター大ホール

(西予市宇和町卯之町)

【東予】研修期間●平成30年 8月 8日 (水)
実施場所●西条市地域創生センター大研修室

(西条市ひうち)

【中予】研修期間●平成30年11月6日(火)
実施場所●憂媛県生涯学習センター 4階 大研修室

(松山市上野町)

受講定員●各定員60名
※受講を希望される方は当協会のホームページをご覧ください。

0グ ループホーム竹梅小路(西条市)

0小 規模多機能新町(上島町)

0グ ループホームさくらや(上島町)

0小 規模多機能いちえい日招きの里(松山市)

0地 域密着型特別養護老人ホームほのか(今治市)

く第1期 日樫 >

開 催 日●平成30年 6月 20日 (水)～24日 (日)

平成30年 3月 13日 (月)
会  場 ●愛媛県生涯学習センター

(松山市上野町)

受講定員●60名  ※ 終了しました

く第2期 日程 >

開 催 日●平成30年 11月 20日 (火)～24日 (土)

平成31年 1月 11日 (金)
会  場 ●愛媛県生涯学習センター

(松山市上野町)

受講定員●60名

※第2期の募集に関する詳細は8月上旬ごろ

協会ホームページをご覧ください。

平成29年 6月に開設したばかりのグループホームです。「一人一人を

大切に 和を大切に」の運営理念のもと、ご利用者お一人お一人に寄

り添った支援をしていま曳 近隣には、市役所や病院、スーパーなども

多く、ご家族や地域の方々にいつでも気軽にお立ち寄りいただける施

設です。また、法人内の他事業所とも連携し、重度化された方への継

続的なサポート体制も強化しております。どうぞお気軽にお問い合わ

せて下さい。

社会福祉法人 亀天会 〒793-0022西 条市本町48番
TEL:0897-58-5252 FAX:0897-58-5253

■2ユニット18名

■2ユエット18名

■登録定員数25名 米通い定員数15名 *宿泊定員数8名

ウマ商事株式会社 〒799-0405四 国中央市三島中央3丁目11-38 株式会社 幸福丸 〒794‐2410越 智郡上島町岩城2239番地
TELi0897-72-9394

「その人を尊重し、笑顔の人生になれるよう支援しま曳 」を運営理念

とし、ご利用者様お一人お一人の容態やご要望に応じた介護サービ

スをご提供させていただきま曳

住み慣れた家や地域で安心して生活できるように、通っても泊っても

いつも顔なじみの方と同じ空間で落ち着いて過ごしていただける環境

を作りました。

ぜひ、お気軽にお問合せください1

「小規模多機能いちえい日招きの里」は、平成

29年2月にサービス付き高齢者向け住宅を

併設し、開設致しました。スタッフー同、「笑

顔」を大切に利用者様とご家族と地域が共に

寄り添いながら歩んでいける、そういった介護

を職員一丸となって頑張っていきますJ小 規模多機能いちえい保免」や、地域

医療との連携により、柔軟な対応が出来るサポート体制を強化しておりま曳

〒790-0043松 山市保免西1丁目5番24号
TEL:089-974-2024 FAXi089-973-2024

瀬戸の」ヽ島、岩城にあるグループホームさくら

や。スタッフと住人(入居者)さんとが、笑ったり、

ときにはケンカしたりしながら、のんきな毎日を

送っています。天気のよい日はさくらやの前の

さくら畑で過ごすのがお気に入り。

さくらやの日々 を綴ったブログもご覧くださいませ!

地域密着型特別養護老人ホームほのかは平成29年 4月に開設しま

した。

当施設では入居者が住み償れた地域で可能な限り自立した日常生

活を送ることができるよう日常生活支援や機能訓練等のサービスを

提供していま曳

明るく家族的で親密なサービスを提供する他、地域行事等地域との

結びつきを重視した運営を行ってまいりま曳

社会福祉法人 来島会 〒799-2113今 治市高部甲535番地1
TEL:0898-52-7100 FAX:0898‐52‐7101

ブログ:https:〃ameb10」p/Sakuraya―kamuima

TEL:0896-23-6500 FAX:0896-23-7300

■登録定員数29名 *通 い定員数18名 米宿泊定員数9名 ■利用定員数29名



会員事業所
☆…新規加入事業所

ウ

東

予

カレーブホームあおぞら

勿レーブホームあしょかの里

あったかほ一むたかつ

カレーブホームあんど

カレーブホームいしかわ

グルー弥 ―ム恵須栄

グルー茄 ―ムおくじま

グルー茄―ムおてだま

グルー茄―ム香り草

グルーブホームか力Hβき

グルーブホーム観翠

グルーブホーム上の末屋

グルーブホームと天福寿苑

勿レーブホームかわtみ

グ,レーブホーム小松の里

カレープホームこもれびの家

カレーブホームさくらや★

カレ=ブホーム下の茶屋

カレーブホーム新町

カレーブホーム水草の家

力し―ブホーム瑞鳳な

勿し―ブホームステラ

カレーブホーム関前

力し―ブホーム多資の里

カレーブホーム竹梅小路★

カレーブホーム竹トンボ

グアレーブホーム丹原の郷

グルー茄 ―ム集い

カレー亦 ―ムテレサ

グルー茄 ―ムとらや

グルー亦 ―ム虹の里

グルーブホーム′ヽ―トフルケアホームを空

グルーブホームはとり

グルー茄 ―ムはなれ茶屋

グループホーム′〔ラディ

グルーブホーム陽だまり

グルーブホームひまわり

グルーブホームヒロセ

グルーブホームふたばの森

グルーブホーム フルーツの家

グルーブホームほっとやまうち

グルーブホームほの花

グルーブホーム欲笑の家

グルー茄―ムまなペ

グルー亦―ム三島の社

グ,レー弥 ―ム線の家

グループホームむつみの家

グルー亦 ―ム桃太郎

グルー亦 ―ム社の家

力け―茄 ―ム 「やすらぎJ

束

予

グループホームゆいの家

勿レー弥 ―ムゆいの里

グルー弥 ―ムゆう(都市型)

グルーブホームタ日館

グルーブホームラ・フアミーユ

切レー弥 ―ム レオナ

カレーブホームLOHAS,KOTI

カレー弥 ―ム愛松田

カレー弥 ―ム背い鳥

カレー弥 ―ムあき

カレープホームアショカ

ア トラス馬木

カレープホームあんじゅ

勿レーブホームいくし

カレープホーム想の郷

力し―ブホームいしt

カレープホームいしい和泉★

カレーブホームいだい

カレーブホーム伊予の郷

カレーブホームウェ,レケアみどる

グルーブホーム橋本の里

グループホームエンゼルなかがわら

グルーブホームおあしす

グルー弥 ―ムおきた

グループホーム醐

グルーブホーム軽井沢

グルーブホームくまた

ぐるうぷほうむ 54書 地

カレー弥 ―ムをとしま

カレー弥 一ムこころ

カレー弥 ―ムここる今出

カレーブホームコミュニティーAウス'ヒ条

カレーブホームさくら

カレー弥 ―ム呈山

カレーブホーム斎院の社

カレープホームサマリヤの家

カレーブホームしいのみ

カレープホームシオンの家

カレーブホーム重信の郷

カレーブホームじゃんけんぼん

カレーブホームしらさぎの里

カレーブホームしらゆり

力し―ブホーム秦皇

カレーブホームすまいる

カレーブホーム清風

カレープホームせと

例レープホームたいさんじ

カレーブホームだんだん

カレーブホームつかさ

カレーブホームつじし

カレープホームつばきクリニック

カレープホームつばきの家

カレーブホームつばきの里

カレーブホームつばさ

トータルケアサポート花みずき

切レーフホーム土舌里

カレーブホームとみひさ

ニチイケアセンター松山

カレーブホームはあと

カレーブホーム′〔―トナー′ヽウスこすもす

力し―ブホームはなの家

カレーブホーム〕Rっ子

カレーブホームひがし野

力し―ブホームひなたぽっこ

カレーブホーム媛のくに

グルーブホーム援の華

カレーブホームファミール乗原

グループホームファミール立花

グルーブホームぷうさんのおうち

グルーブホームふくずみ

グループホームフレンド

カレーブホームぼか,まか

カレー茄 ―ムばかばか(ふたみ)

カレー亦 ―ム皇岡

グルー茄 ―ムみつはま

カレー茄 ―ムミネルワ

カレー弥 ―ム御幸の社

カレー弥 ―ムむく

カレー弥 ―ムやわらぎ

カレー弥 ―ムやわら割|1内

カレーブホームゆうかの里

カレーブホーム優輝

カレーブホームユニットいよ

カレーブホームユニットぐんちゅう

カレーブホームユニットまつやま

カレーブホーム四ツ葉

力し―ブホームよるこび

カレーブホームルンピニー

勿レーブホームわかば

カレーブホーム我が家

カレーブホームあいの里

カレーブホームあおぞら

勿レーブホームあかり

カレーブホーム明浜館

カレーブホームあけばの

グルーブホーム阿蔵の森

グルーブホームあまと

グルーブホームいぷき

カレーブホームうちこ□

カレーブホームうつのみやさんの家

カレーブホーム宇和ひまわり

力け―ブホーム柿の里

力♭―ブホームかぐや姫

カレーブホーム紙ふうせん

カレーブホームきらり

カレーブホーム銀河

グルーブホーム慶雲

グルーブホームさくら

グルーブホームさくらさく

カレーブホームサルピア

カレープホームしおり

カレー弥 ―ム昴星

カレー弥 ―ム星城

カレーブホーム早雲

カレーブホームヨS月

カレーブホーム竹の回

勿レープホームつ しま

カレーブホームつるかめ

カレーブホーム登国

カレーブホーム虹

カレープホーム虹の森

ニチイケアセンター八幡浜

カレープホームのぞみ・ささえ

グルーブホーム白雲

パートナー八ウスたんぼぼ

グルーブホームはるか

グルーブホーム春のうらら

カレーブホーム春の風

グルーブホーム福寿草

グループホームまほろば

グルーブホーム
.丸

の内はとばっぽ

グルーブホーム三崎つわぷき荘

グルー亦 ―ムみしようの里

カレー茄 ―ム紅葉の里 ・おだ

カレー亦 ―ムもみの木

カレーブホーム業師谷マナー

カレー亦 ―ムやすらぎ

カレー弥 ―ムやすらぎの家

カレー弥 ―ムやまと

切レー弥 ―ムゆう

カレープホームゆうなぎ

カレーブホーム優瑠里

カレーブホームよしの里

カレーブホーム楽生売

カレープホーム蘭

カレープホーム出星

カレープホーム嶺南

J幌 錬 能ホームここえ☆

しょうきばたきのうほうむ3丁目

小槻陰多機能ホームスマイル ごしき

」幌模多機能にじいる

ガ晰膜多機能ホームやわらぎ

J明模多機能型居宅介題やわらぎいくし村

蔚 デイサービスセンター 三島の社

認知症デイサービスピ八―ラ

京尋 複合型事業所 仲まち

ほのかのぬくもり

訪問看憩 みかん

・デイサービスほで

く平成30年 6月30日現在>

デイサービスはっびい検丁

たちばなの家 じゃんけんぼん☆

デイサービス花

小期に多倒期ま弁護きぎえもん

」峨懐多機能ホームトータルケア今井

小癖 多機跡 ―ムあったか

小綾 多機能ホームいしい和泉★

小願 多機能いちえい日招きの里★

小翔じ機能いちえい保免

小視慎多機能巴居宅介議事業所ウェルケア高浜



利酪1冊
「人を動かす」
デール・カーネギー

く創元社>

この本は、平成23年 頃に施設

内のリーダー会での勉強会に

使っていた一冊です。その頃の私

は、日夜『スタッフのベクトルを合

わせるにはどうすればいいのだろ

う。』ということばかり考え続け、

それを実行し、結局何をしてもうまくいかずということを繰り返し

ていました。この本に書かれていることは、実に当たり前で納得の

いくことばかりです。ですが、わかっちゃいるのに出来ていない事

ばかりでもありました。あれから7年…改めて「人を動かす」を読

んでみて、相変わらず出来ていない自分に愕然としております。日

頃の忙しさを言い訳にして、出来ていない自分を正当化している

情けない自分がここにいま曳 この時期に、またこの本を読む機会

を与えてくれたのも、もう一度初心に戻りなさいということなんだ

ろうと思います。何もかもを完璧には無理でも、週に1回ずつ、こ

の本を広げるだけでも何かがかわってく

るんじゃないかと思っています。この本

の最後には『幸福な家庭を作る7原則』

も収録されていま曳

皆さんも是非この本を読んで、仕事で

も家庭でも八ッピーな日々をお過ごしく

くこの本の推薦者>

委員 井上真喜子

用者と共有することにより、心身が健康になり、一日でも長

く笑顔の時間が持てるよう取り組んでいま曳 ギター演奏に

よる音楽会を行っていま曳

ギターに触れたことがない方ばかりですが、スタッフの動

きを真似て弦を弾き、リズムを取りながら他の方と一緒に

歌って楽しまれています。(歌は皆様になじみのある音の曲

を歌っていま抗 )一緒に演奏し、一緒に歌うという空間を

参加者と共有することで、笑顔や他の方とのコミュニケー

ションも増えていま曳

ださぃ (Aハ )
胡監垂ン 墨ン

認知症ケアの一環として、音楽を利

亀

ノ

胴目 この度の西日本豪雨により、被茶された皆さまにお見舞いを申し上げますとともに、一日も早い復旧

を心からお祈りしております。

さて、今年度から紙面をリニューアルしました。皆さまに役立つ広報誌となるよう、今後も工夫を重

ねてまいりますので、ご意見、ご感想をお寄せください。宜しくしくお願い致します。(広報委員一同)□団


